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　戦後のソ連と日本のアイデンティティの比較を行うことは困難を極める。それはあまりに多くのこ
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たことで、その後自らの罪を余分に埋め合わせた、という主張によって、被害度という複合は燃え
滾った。戦時中に、大日本帝国の人口 7,400 万人のうち約 300 万人が戦死し、そこには約 80 万人の
民間人が含まれていた。広島と長崎に投下された原子爆弾では、数十万人の人々が死亡したし、被爆
者の苦しみは、戦後何十年にもわたって継続している。事実、全ての日本人は、1945 年春から夏に


























































の国家とは違って、ソ連邦は、1956 年の日ソ共同宣言署名の後、日本との 2 カ国間における第二次
世界大戦と関連する全ての問題を解決したと見做し、直近の《未解決》である問題へ焦点を当てる理
由を与えなかった。さらには、これはワシントンとの地政学的競争の状況という影響をも受けていた。



























1947 年には、スターリンは戦勝記念日を廃止した。戦勝記念日の祝福は、ブレジネフ時代の 1965 年










の抑圧を展開した。1954 年から 1956 年にかけて毎年（既にスターリンの死去後であるが）、刑法 58


























































































































































きない点》は言うまでもなく、1956 年に開催されたソ連共産党第 20 回大会であり、そこでは平和共











































































の経済的基盤であった。高度経済成長、1960 年代における国内総生産世界第 2 位への躍進、世界中
における日本ブランドの知名度（《トヨタ》、《ソニー》、《パナソニック》など）、中心的な国際機関、
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